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 科⽬別学修成績にかかる IR（2020 年度 〜 2022 年度） 

IR 推進室 

 

 明治国際医療大学で行われている教育について、教育効果、成績評価の状況を明らかにすること

を目的として IR を実施している。科目別に学修成績を可視化し、成績評価の自己点検を行う機会

としている。可視化の対象となる科目は、2020 年度から 2022 年度に開講した各学科の必修科目で

ある。解析はそれぞれの年次ごとに行い、3 年間継続して実施している。データの採取時期は、各

年次の３月末もしくは４月以降のものとし、各年次の成績が確定したデータを用いている。 

 

＜IR の実施目的と方法＞ 

 2020 年度における教育改善の方向性には、次の２要素が含まれていた。第１に円滑な学びを保証

する「成績評価の平準化」、第２に成績評価における十分な「安定性の確保」である。そこで、科目

別学修成績にかかる IR を実施する目的は、これらの２要素を高い水準で両立できているかを検証す

ることとなった。 

 検証にあたり、開講された科目ごとの学修成績（科目別 GPA）を算出した。科目別 GPA を科目担

当者に報告し、相対的に自身の科目の状況を捉え、自己点検を介したフィードバックが行われるこ

とを期待した。同時に、教育に対して責任を持つ学科が調整する科目担当者やカリキュラム等の基

礎資料となることから、各学科の会議で点検・共有することとした。 

 各学科で点検・共有するにあたり、『注意を要する科目』の可視化を要望する声があったため、前

述の「成績評価の平準化」と「安定性の確保」の観点から、基準１と基準２（表１）を設定した。２

つの判定基準に該当する科目を『注意を要する科目』と位置付けた。 

 

 

基準１ 未習得者数が履修者の 10％を超える科目 

基準２ 科目 GPA が 2.5 以下の科目 

基準３ 
科目内において特定の評価の占有率が一定の割合を超える科目 

（2021 年度に新設） 

表１ 科目別 GPA における注意を要する科目の判定基準 

 

 

 



＜結果＞ 

 図１に各年次の科目別 GPA の分布を箱ヒゲ図で示す。表２には、各年度において表１に示した基

準に該当した科目数と対象となった科目数を示す。 

表２ 各基準に該当した科目数 

 

 

 

 

 2020 年度の結果について、科目別 GPA の中央値は 3 を超え、良好な値を示した。解析の対象と

なった科目数は、４学科合計で 284 科目となった。2020 年度はコロナ禍の影響により、臨地実習等

を中心に教育時期を適切に調整するなど柔軟な対応が行われた。このため、解析対象となる科目数

が例年に比べて約 10％少ない。 

 基準１と基準２に該当する科目は、それぞれ 26 科目、45 科目であった。これらの結果を報告し、

各学科に対応を求めたところ、学科会議にて適切に検討・調整され、教育の自己点検の流れを加速

する役割を果たした。 

  

 2021 年度では、前年度の IR 報告の影響もあり、全体的に評価が上方へシフトした。科目別 GPA

で高値を示した科目で、成績評価が「優」などの１区分に偏る傾向が目立った。事実、2020 年度と 

比べて 2021 年度では、四分位範囲（箱ひげ図の「いわゆるはこ
・ ・

」の部分）の上昇に加え、四分位 
 

範囲自体も減少した。これは、優秀な学生とそうでない学生の分別が十分に行えていない可能性を

示している。そこで、成績評価における「分別性の向上」を目的として基準３を新設し、過度に評価

が偏る科目を抽出することとした。抽出された科目は 50 科目に達した。 

 一方、成績評価の上方シフトは、基準１と基準２に改善をもたらした。2021 年度は 2020 年度と

比較して対象科目数が約 10％増加したにも関わらず、基準１に該当する科目は 21 科目となり、5 科

目減少した。また基準２についても 46 科目とほぼ前年と同程度にとどまった。円滑な学びを保証す

る「成績評価の平準化」、成績評価における十分な「安定性の確保」の 2 要素の検証については、一

定の成果が得られたと自己評価している。 

 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

基準１ 26 21 21 

基準２ 45 46 64 

基準３ ― 50 37 

対象科⽬数 284 317 319 



 

 2022 年度の結果において、基準３を新設した効果は明確であった。成績評価における「分別性の

向上」は 2021 年度よりも改善し、基準３に該当した科目数は 50 科目から 37 科目に大きく減少し

た。四分位範囲の水準は 2020 年度相当にまで回復し、四分位範囲自体も拡大した。これらのことか

ら、基準３が分別性の向上に寄与したことが伺える。ただし、現状では 2020 年度水準に回復したに

過ぎない。このため、基準３をより厳しい水準に移行し、次年度ではさらなる向上を目指す。 

 基準１に該当した科目数は、2021 年度と同じ 21 科目であった。また、科目別 GPA が特に低い

1.5 以下の外れ値の科目数は 1 科目に減少した。これらの結果より、成績評価の平準化については前

年度と同水準が担保できていると自己評価した。 

 しかしながら、基準２が 46 科目から 64 科目へと大きく増加した。新たに基準２に該当した科目

の中で目立ったのは、新カリキュラムの進行に伴って変更・再編を行った科目である。これらの科

目 GPA は軒並み低値を示し、基準２を満たさなかったものがかなりの科目数に達した。科目の変

更・再編は、教育目標と評価基準の変更を伴う。その初年度となった 2022 年度では、変更した評価

基準等についての十分な調整ができていない可能性が高い。今後、科目評価における最適化が進め

ば基準２にかかる数値は改善すると予想される。 

 2023 年度以降についても IR を継続・発展させ、成績評価の平準化、安定性の確保、分別性等に

ついて、さらなる向上を図りたい。 


